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本 蹴 輝 醐 硲 雛 あた りま で atk し て い るth「・職 拡 北Pt　36eg ’
〜 36°21’の 聞に あ 蟋 怒 緲

の み な らず 東亞 に お け る 分布 の 北 限 に な ろ う。また 江川 で は 川 ロ か t5　56km 海拔 60m 北 韓 35°の 都 賀 行に

澱見 され た こ と は ． 本 樋 の 從來 の 河 口 擾息 説 と もい 5 ぺ きもの を訂 正す る で あ ろ 5 。 今 まで 本極 の 記載 は 專

ら雄 に ょ ら れ て い た が ， 隱跂産雌 を み る と ， 1’．ni ／）Ponensis の 雌 に 比 し て 各胸脚 が や や 太 く ， こ と に それ ら

の 指莇 は 明に 短大 とい え る 。 こ れ叔 種 の 標徴 と し て 特筆 に 値す る 。

　　　　　　　　　　昆 虫 集團 の 重 疊ボ ア ス ン 型 分 布 　鳥居 酉藏 （東京交理 大 ・菅 1こ）

　 各飼瞹 が 單欄 で な く ，戴 る 要 因 で 2 個體 ， 3 個 體等 と 夫 ft 相集 ま り一 つ の 分 布元 僻 ） と し て 磯會的 に 分

布す る稀薄集幽 「きは ， 黽位成 績 が 2 跳 3 跳 び に 増大 す る 廣 義 の POISSON 分布 の 相互獨立 な 重 疊形式 が 想定

さ れ る 。 度數 分 布 が こ の 型 に 適 合す九 ぽ 一
億 力汰 る 驥 構 が 推 定 ざれ る カも 更 に 「場 」 の 均等性洲 杲證さ れね

ば な ら な い 。それ拡 均等 分布 の 電，鰍 せ叉 均等 だ か ら で あ る 。 共 序個體群 を 1碑 ｛に 遉 跡す る 爲 澗 着 の シ オ ヤ ア ブ

卵塊群の 分 布に つ い て 推計學 的騾析 を試み た 所 ，度數分 布は 1〜3 個 饐群 の 重糧 POlssON 分 布 と一致 しtgbt，

或 る もの ほ 等平均 値の 前 提 を 充す るが 群數 で 理論値 と喰蓮い
， 又 或 る もの は 群數 は 近 似 し て も暢所 的均等性

ポ な い 事 を 知 つ た 。前例 は む し ろ 置疉 型 POLYA −EGGENBERGER 型 で ， 後例録集 中型 の P．　E ．型 と推 定 され

た 。か X る 發 生 機構 の 相逵は ，木趨 が 突出 し た 高稈 草本 に よ り多 く淕卵す る習性 と 高稈 草木 の 場 所的分布状

態 と に 儀…存す る もの と解釋 さ れ た 。 重疉 Po 蕋SSON 型 の 到 定 に は 楊 の 概念 を明 確 に し な い と 早 計 に 失す る 。

　　　　　　　　 昆虫集 團 の 集 光現象 の 推 計墨 的 解 析 　鳥居 酉藏 （東京 交 理 大 ・菅 亭 ）

　 灯火 に 甥 す る ス ジ コ ガ ネ の 毎分飛來 妖況を 同 一・場 所 で 蓮 夜 10 回 （前牛夜 ）醗測 し推計 學的 に 分析 した所

第 1夜は 時 聞的に 不 均等で 集中 正創の ポ リヤ 型 分布 に 從 い 第 2 夜 以 後 は 齋 時的 な ボ ア ス ン 型 で あ つ た 。 然 し第

1 夜成績 も 10 分 間毎に 區切 つ て み る と そ の 間 で ほ 宏 ア ス ン 型 否 ，只各 甼均 償 が 時刻 に よ り遽 い ビ ア ス III

型 の P 分布を す る 爲全 軆と し て 1 つ の r 型複合 ボ ア ス ン の 機構を 示す だ け で ， 時 聞的 飛來 は 各偶體掏立

で ある事 を示 した 。 他 の 夜 と 分布型 が 異 つ た の は 光域 で の集劉 密度 が 編 密 で あ つ た爲 と 解 され る 。

一
方毎分

個體數 の 積 算 曲 線 は 第 1 夜 は S 字状 で 單分 子 自觸 反應 曲線 と 一致 し ， 其他 ほ 直線 的 と な る 。前者ほ 時 聞 的

滄長 が 其時 ）ヒ殿 に 存在 し た瀰 億飛來個 體 斂 と 酖 飛來歎 と の 積 に ll三比例す る樣 な關 係 を意味 し ， 後者は 時問に

獨 立 な事 を 意味 す る 。か L る 現象 論的相違は 夜 間活動性 の 迴 期 に 影警 す る諸要 因 が 常 時恒 常的 で あ つ た 事 か

ら み て 光 域 で の 集遡密度 に 依存す る と 解 され ， 先 きの 確率 論的 歸結 と一致 し た 。

　 （問 ）揉 集 個數 が 第 2 夜 に 減 少 し ， 第 3 夜 に ま た 増加 す る こ と の 原因 を ．他 か ら の 移勁侵 入 で 読明 さ れた

演 ，こ れ ほ 魔際 に 確 め ら れ た の で す か 。（大 翊 滋 ） （讐 ） 灯 火 探 集 に 併行 し て 1　 ltfi推 定光域 の ラ フ な サ ン プ リ

ソ グ ・ナ ーベ イ を し ま し た 。 （問 ｝ 第 1 夜 に 邁 期 が 明瞭 で ， 第 2 夜 以 後 不 明瞭 に な る mechanism は ど う

考 え ら 九 る か 。〔森 主 一） （答 ）第 1 夜 は 毎 分 約 3 個 軆だ つ た が ，第 3 夜塊 麦は 牛減 し更 に 波 状 的 に 漸減

した 。 こ の 樣 な 默態 は 光域 の 集 團密 度 を反 映す る もの とす る と ，第 ］ 夜に は 夜間活動性 の 高 潮時 刻 に は 諸

所 か ら 多數 飛來 す る の で ，そ の 噴の 題 分飛 來個 體數は 他の 時刻 に 比 べ 駄 す る カも 第 2 夜以後 で は 遙か に

集團密 度 が 少な い の で ，飛來最盛時 刻 に光域 の 方 lt か ら飛 來 し て も 高 々 難 個體 に し か 達 し な い の で ， 其以外

の 時刻 の 飛 來 閥體 數 と 大 差 な い 結 集 に な る の で は な い か と 思 5。

　 f問 ｝ 第 1 奩 及 第 2 夜 に 實 瞭 榮 ま つ た 虫 の 闘 饐數 の 比 率 を 5か N’い た し 。（松本 邦 夫 》 （答 ） 第 1 夜 は 毎

分約 3 飼饐 ．第 2 夜 は 毎分 1．5，第 3 夜 は 2 等 と 漸減す るが 、 そ の 賦 態 罎波妖的 に 交互 に 一・上 一
下 す る 。

　　　　　　　　　 潮 溜 り に 於 け る環境 條件 の 變 動　大 Mldi （東 京 都 立 大 ・理 ・生）

　潮 間 帶 の 小 さな潮 溜 り ｛容積 2〜150 】） で は ，
OL・，　C ］

，
　 pH ，水濃 に 顯署 な 日週 期變動 が あ り ， 豊間干潮 時

に 最 大値，夜 間干潮時 に 最小値 の み ら れ る の が 普通 で あ る 。こ れ ら の 日遞 期變動 ほ 季 節に よ つ て 程 度h ：異 り，
一

般 に 冬は較差 が 小 さ く ，夏 に 於 て 最大 で ある 。 又 變 動 曲 線は 潮溜 りに よ つ て 異 る が ， 之 は そ の 存在位 置

（40 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


